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　少子高齢化や単身世帯の増加、自然災害の頻発など、地域を
取り巻く環境は大きく変化しています。そうした中、市では、
市民一人一人が地域で役割と生きがいを持ち、楽しく生き生き
と暮らせる地域づくりを進めています。この地域づくりを支え
る上で、私たちの生活に最も身近なコミュニティである「自治
会※」は大切な役割を担っています。今回は、地域を支える自治
会の活動や、その工夫・思いを紹介します。
※当記事における「自治会」とは町内会、集落、部落会などの総称です。

落ち葉拾い

学生も参加しての一里塚の落ち葉拾い

愛宕町第二町内会 フリーマーケット

不用品や発明品などのフリーマーケット

中央町内会

伝統文化の継承

人形様（道祖神）づくり

若畑集落 スマホ教室

自治会合同でのスマホ教室の受講

川口自治会、外ノ目自治会

④集落支援員④集落支援員の配置の配置

　地域と行政の橋渡し役として、日々地

域と関わる活動をしています。地域ごと

（湯沢、稲川、雄勝、皆瀬）に一人ずつ

配置していますので、自治会運営などで

ご相談があればお声がけください！

③地域雪対策支援事業費補助金③地域雪対策支援事業費補助金の交付の交付

　自治会およびそれに準ずる団体が、住民共助の雪対策を継続して実践

するために要する経費の一部を補助します。地域の家屋の除排雪作業、

安全な通行を確保するための除排雪作業および雪下ろし安全講習会の開

催などが対象です。

②自治会館整備費補助金②自治会館整備費補助金の交付の交付

　自治会の活動拠点となる公共的な集会施設の整備に要する経費の一部を

補助します。新たに集会施設を建築する事業や一部を改築する事業などが

対象です。

①地域づくり事業交付金①地域づくり事業交付金の交付の交付

　自治会活動へ活用していただくため、地域づくり事業交付金を交付しています。

大きく分けて２つのメニューがあります。

（１）基礎分　自治会の世帯等数によって算定される分です。

（２）加算分　特定の事業※を自治会で行った場合、交付金が加算されます。

※加算される事業の例：環境美化事業（クリーンアップ、花壇の整備 など）
　　　　　　　　　　　高齢者等支援（定期的なごみ出し支援又は除排雪支援）など

湯沢地域：佐藤 支援員（本庁舎）

稲川地域：加藤 支援員（稲川総合支所）

雄勝地域：本村 支援員（雄勝総合支所）

皆瀬地域：田村 支援員（皆瀬総合支所）

湯沢地域 稲川地域

皆瀬地域雄勝地域

各補助金の詳細は、まちづくり協働課まちづくり班（☎55-8249）へ問い合わせください。

市では自治会活動をより楽しく快適に行っていただけるよう、さまざまなサポート制度を創設しています。

工夫や思いをサポートします！

地域を豊かにするための

　市内でも多くの自治会が活動していますが、ライフスタイルの多様化

に伴い、自治会を取り巻く環境は変化しています。

　「大変そう」「面倒くさそう」と思われがちな自治会ですが、個人では

解決できない地域の課題を解決したり、地域を盛り上げて毎日の生活を

豊かにしたりするための「工夫」や「思い」がたくさん詰まっています。

活動の参加者は、年配者ばかりで子育て世帯

は参加しづらいのではないか。

個人情報に敏感な現代において近所とはいえ、

他人に関わるメリットがわからない。

早朝や休日にプライベートを削ってまでなぜ

活動を続けるのかわからない。

昔ながらのやり方で、効率化が図られていな

いのではないか。
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自治会って大変そう…

？

？

「大変そう」のウラにある地域の 　　　 と工夫工夫 思い思い
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―使われていなかった農地を活用して、サツマイモづくりを始めたそうですね。どの

ようなきっかけで取り組みを始めたのですか。

　町内会の活性化に向けて、みんなでワイワイ楽しめる活動を探していたところ、町内

に使われていない農地があることに気付きました。高齢者が多い地域なので、「サツマイ

モを安く販売したり、懇親会で使ったりすれば喜ばれるのでは」と考えたのが始まりで

す。農業委員に相談したところ、仲介していただけることになり、無償で借りられました。

所有者の方も草刈りの手間が省けるため、良い結果となりました。

―収穫したサツマイモの販売会では、焼き芋のふるまいも行われていますね。活動を続ける中で、うれしかっ

たことや印象に残っていることを教えてください。

　植え付けや朝夕の水やりは大変ですが、町内のみなさんが手伝ってくれ

ます。朝４時半に畑へ行くと、すでに水やりが終わっていることもあり、

本当にありがたかったです。何より、みなさんが「おいしい！」と笑顔で

喜んでくれることが、最高にうれしいです。

―サツマイモづくりや販売会を通して地域の交流が生まれているんです

ね。今後、この活動をどのように続けていきたいと考えていますか？

　町内のみなさんからの「今年もイモやってけれなぁ」「楽しみにしてる

からなぁ」という言葉が励みです。これからも喜んでもらえるよう、私た

ち自身も楽しみながら活動を続けていきます。 焼き芋のふるまい

新地町内会

遊休農地が地域の笑顔に！サツマイモづくり

新地町内会
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 会長

　市内ではさまざまな自治会活動が行われています。自治会

の皆さんはどのような思いを原動力にし、工夫しながら活動

を続けているのでしょうか？その舞台裏をちょっとのぞいて

みましょう！
聞き手：集落支援員

―清水町六丁目では、毎朝のラジオ体操を８年も続けていらっしゃると伺いました。

続けられている秘訣は何ですか？

　参加者同士の「顔を合わせる場」になっていることですね。５月から10月まで毎朝

集まっているので、自然と「今日は〇〇さんがいないな」と気づく。それが結果的に、

お互いの健康確認や安否確認にもつながっています。

―毎朝継続することが日々の安心につながっているのですね。夏休みには、お子さん

たちも参加するとか？

　そうなんです。ラジオ体操が終わると、子どもたちはそのまま公園のブ

ランコや滑り台で遊び始める。その光景を見られるのが、参加者みんなの

楽しみなんです。だからこそ、子どもたちが安全に遊べるようにと、町内

で公園の草刈りも欠かせません。体操の後に、参加者みんなで伸びた草を

刈ることもありますよ。

―ラジオ体操がきっかけで、健康づくりだけでなく、世代を超えた交流

や、地域の環境美化にもつながっているんですね。

　子どもたちの元気な声や笑顔を見られることが、何よりの活力です。こ

の習慣が、これからも地域の絆を育んでいくのだと思います。 公園でのラジオ体操

清水町六丁目町内会

清水町六丁目町内会
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大人も子どもも！みんなで続けるラジオ体操

―菻田自治会が特に力を入れている活動を教えてください！

　自主防災活動です。何かあった時に一番頼りになるのは、やっぱり隣近所のつながり
です。誰がどこに住んでいるか、一人暮らしのお年寄りがいるかなど、町内のことは町
内の人が一番よく分かっています。日頃のつながりを大事にして、いざという時に助け
合えるようにしたいと思っています。

―日頃のつながりが、そのまま防災につながっているんですね。普段の活動はどのよ

うなことをしているんですか？

　消火訓練や視察研修のほか、自治会館に避難備品を備えたり、月に1回

は非常用電源の点検を行ったりしています。何かあった時に慌てないよう、

日頃からできる備えを続けています。

―普段からできる備えを続けることが大事なんですね。活動を続けて良

かったことはありますか？

　防災への意識が高まったことはもちろんですが、活動を通じて住民同士

の交流が増えたことが一番良かったと感じています。顔を合わせて話をす

る機会が増え、町内のつながりづくりにも役立っています。
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防災施設への視察研修

菻田自治会

地域のつながりが安心に。自主防災活動

―皆瀬地域では各自治会に神社があり、地域のかたがたの暮らしやつながりを支えて

きたと聞いています。瀬野ケ沢集落では神社を中心にどのような活動をされていますか？

　年３回、神社の冬囲い外しや祭典、冬囲いの際に地域の皆さんが集まり、神社の修繕

や周辺環境を守るための話し合いを重ねています。

―話し合いをして意見を出し合いながら活動されているのですね。集落の状況に合わせ

て工夫されてきたことがあれば教えてください。

　地域の皆さんが山の上の八幡大神社への参拝

御神体の移動についての記録

瀬野ケ沢集落

形を変えて伝統を受け継ぐ

瀬野ケ沢集落
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 会長

が大変になったため、麓にある稲荷大明神のお社に御神体をお祭りし、そ

こで参拝できるようにしました。

―伝統を守りながら、集落の実情に合わせて工夫されているのですね。

これから先も集落の伝統を受け継いでいくためにどのようなことが大切だ

と感じますか？

　今までと同様に、地域の皆さんが直接集まり、話し合う機会を減らさな

いよう大切にしていきたいと考えています。

のまちづくりに向けて

　活動を生き生きと継続させていくヒントは、日々の小さな変化に隠されています。みんなで
アイデアを出し合って形にする楽しさ。無理なくマイペースに続けていく心地よさ。そして何
より、活動の先で顔なじみが増えていく喜びです。
　それぞれが自分の得意なことや、ちょっとした隙間時間を持ち寄るだけで十分です。仕事帰
りの見守り、お祭りでのちょっとしたお手伝い、あるいは活動に関心を持つこと。その小さな「思
い」の掛け算が、笑顔のまちをつくる大きな力になります。あなたらしいやり方で、一緒にこ
のまちを彩ってみませんか？

自治会長に ?

インタビュー！
インタビュー！
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